
四
水
会
に
つ
い
て
想
う
こ
と

は
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
当
初
は
「
友
の
会
」
的

な
感
覚
だ
っ
た
が
、
開
催
日
を
毎
月
第
四
水
曜
日
と
決
め
れ
ば
間

赤
　
間
　
喜
久
男

違
い
も
少
な
か
ろ
う
と
言
う
こ
と
と
、

て
い
る
同
期
会
の
名
称
の
「
紫
水
会
」

ま
た
、
我
々
の
毎
年
続
け

に
因
ん
で
「
四
水
会
」

と

平
成
一
一
年
八
月
二
七
日
、
早
塚
守
夫
君
が
六
七
歳
の
若
さ
で

天
国
に
旅
立
っ
た
。
彼
の
人
柄
の
良
さ
の
た
め
、
後
日
行
わ
れ
た

偲
ぶ
会
は
五
中
・
小
石
川
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
は
じ
め
、
富
士
電

機
関
係
者
、
趣
味
の
演
劇
・
オ
ペ
ラ
の
同
好
の
方
々
な
ど
二
〇
〇

人
を
超
え
る
人
を
集
め
、
世
話
人
の
片
棒
を
担
い
だ
小
生
に
と
っ

て
も
、
心
の
温
ま
る
思
い
が
し
て
ほ
つ
と
し
た
も
の
だ
。
彼
の
想

い
出
に
つ
い
て
は
こ
の
文
集
で
詳
細
に
述
べ
て
く
れ
る
方
が
い
る

名
付
け
た
わ
け
で
あ
る
。

出
席
者
は
先
ず
出
席
の
署
名
を
し
、
宮
本
社
長
の
ご
好
意
で
大

変
安
い
金
額
で
設
定
し
て
も
ら
っ
た
会
費
を
納
め
、
後
は
勝
手
に

飲
み
食
い
し
大
い
に
し
ゃ
べ
り
合
う
と
言
う
他
に
は
あ
ま
り
例
を

見
な
い
会
合
と
言
え
る
。
発
足
以
来
今
日
ま
で
値
上
げ
無
し
と
言

う
、
大
多
数
が
現
役
を
退
く
年
代
に
な
っ
た
我
々
は
心
か
ら
感
謝

し
て

と
思
う
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
触
れ
な
い
で
お
く
。
彼
を
冒
頭

に
取
り
上
げ
た
の
は
、
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
四
水
会
を
語
る

の
に
は
彼
に
つ
い
て
書
か
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
お
よ
そ
一
〇
年
前
に
も
な
る
が
、
永
代
機
械
工
業
㈱

の
宮
本
英
樹
社
長
が
自
社
ビ
ル
を
建
て
替
え
ら
れ
た
時
に
、
同
期

の
者
が
相
集
っ
て
話
し
合
え
る
場
を
つ
く
る
予
定
な
の
で
、
手

伝
っ
て
ほ
し
い
と
言
い
出
さ
れ
、
我
々
は
大
い
に
期
待
し
か
つ
大

賛
成
し
た
こ
と
が
あ
る
。
早
坂
・
井
上
喜
美
雄
の
諸
兄
と
共
に
ビ

ル
の
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
が
、
平
成
三
年
二
月
二
一
日
に

竣
工
式
を
迎
え
る
運
び
と
な
り
、
そ
の
後
関
係
者
の
努
力
で
、

や
っ
と
平
成
四
年
三
月
二
五
日
に
第
一
回
会
合
を
開
催
す
る
こ
と

世
話
人
と
し
て
早
塚
幹
事
長
、
私
が
副
幹
事
長
、
井
上
喜
美
雄

先
生
は
顧
問
的
存
在
と
し
て
、
曲
り
な
り
に
も
無
事
に
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
相
当
な
P
R
も
し
な
か
っ
た
の
で
、

初
め
の
う
ち
は
出
席
者
一
〇
人
以
内
と
言
う
少
数
精
鋭
？
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
飲
み
且
つ
し
ゃ
べ
る
大
変
雰
囲
気
の
良
い
集

が
出
来
た
。
口
で
言
う
の
は
簡
単
だ
が
、

携
わ
っ
た
人
に
と
っ
て

ま
り
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

初
年
度
は
夏
八
月
だ
け
お
休
み
で
一
一
月
ま
で
続
け
た
が
、
年

の
瀬
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
ど
う
す
る
か
問
題
に
な
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
会
合
の
度
に
お
料
理
を
作
っ
て
も
て
な
し
て
下
さ
る
の

は
、
ほ
か
で
も
な
い
宮
本
式
子
夫
人
と
、
会
社
の
秘
書
的
存
在
の

福
田
勝
江
さ
ん
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
常
に
季
節
に
合
わ
せ
手

の
込
ん
だ
美
味
し
い
料
理
を
、
手
間
暇
か
け
て
出
し
て
も
ら
え
る

の
は
本
当
に
嬉
し
く
、
今
月
は
何
だ
ろ
う
か
と
期
待
を
し
て
出
席



す
る
者
も
多
か
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
一

そ
が
し
く
、
宮
本
夫
人
た
ち
の
ご
苦
労
を

二
月
は
ど
こ
で
も
い

労
し
た
い
と
い
う
気

持
も
強
く
、
年
末
だ
け
は
永
代
ビ
ル
で
の
会
合
を
取
り
や
め
、
別

の
場
所
で
や
ろ
う
と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
配
慮
に

気
を
配
っ
た
の
が
亡
く
な
っ
た
早
壊
そ
の
人
だ
っ
た
の
だ
。

そ
の
時
期
、
た
ま
た
ま
小
生
が
「
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
」
に
勤

務
し
て
い
た
の
で
、
パ
ス
ト
ラ
ル
で
忘
年
会
を
開
く
こ
と
と
し
、

一
二
月
初
旬
か
ら
中
旬
ま
で
の
間
の
皆
さ
ん
が
出
来
る
だ
け
多
く

出
席
で
き
る
日
を
選
び
開
催
し
た
が
、

こ
の
時
の
決
め
事
は
現
在

も
続
い
て
い
る
。

四
水
会
は
、
そ
の
後
順
次
参
加
者
を
増
や
し
、
一
周
年
を
迎
え

る
頃
に
は
二
〇
人
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
ま
に
は
永
代
ビ

ル
サ
イ
ド
の
都
合
で
お
休
み
を
す
る
月
も
あ
っ
た
し
、
第
四
水
曜

日
が
祝
日
に
ぶ
つ
か
る
場
合
に
は
宮
本
夫
人
と
相
談
の
う
え
、
そ

の
前
後
に
ず
ら
す
な
ど
し
て
楽
し
い
会
合
を
続
け
て
く
る
こ
と
が

出
来
た
。
し
か
し
、
平
成
七
年
六
月
に
宮
本
家
ご
長
男
が
急
病
の

た
め
、
し
ば
ら
く
の
間
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
が
、
忘
年

会
だ
け
は
パ
ス
ト
ラ
ル
で
継
続
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
永
代
ビ
ル
で
の
四
水
会
中
止
の
時
期
に
、
代
わ
っ
て
登
場

し
た
の
が
そ
の
後
ず
っ
と
続
い
て
い
る
「
ぶ
ら
り
一
献
の
会
」
と

称
す
る
歩
く
会
だ
が
、
こ
の
会
に
つ
い
て
は
誰
か
が
書
い
て
く
れ

る
筈
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

平
成
九
年
二
月
、
宮
本
家
の
ご
子
息
を
失
う
悲
し
い
出
来
事
が

二
八
日
に
、
四
水
会
は
二
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
。
宮
本
ご
夫
妻

に
は
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
一
杯
で
あ
る
。
こ
の
年
よ
り

七
・
八
月
は
四
水
会
の
お
休
み
を
決
め
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
こ
と
に
興
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
囲
碁
、

麻
雀
、
カ
ラ
オ
ケ
を
勝
手
に
や
り
な
が
ら
、
飲
み
か
つ
食
べ
、
そ

し
て
こ
の
年
に
な
る
と
一
番
気
に
な
る
健
康
相
談
を
お
互
い
に
し

合
う
な
ど
、
何
度
も
言
う
よ
う
に
他
に
類
を
見
な
い
素
晴
ら
し
い

集
ま
り
で
あ
る
と
自
画
自
賛
し
て
い
る
。
一
方
、
参
加
者
は
ま
す

ま
す
増
え
て
、
一
度
で
も
永
代
ビ
ル
の
門
を
叩
い
た
者
の
数
は
、

延
べ
四
百
人
を
越
え
る
会
に
成
長
し
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い
参
加
者

が
見
込
ま
れ
る
状
況
に
あ
る
。
四
水
会
が
順
調
に
発
展
で
き
た
の

は
、
宮
本
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、
永
代
機
械
工
業
㈱
の
皆
様
方
の
ご

理
解
・
ご
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
。
紙
面
を
借
り

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
も
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
る
こ
と
を
付
け
加
え
た
い
。

な
お
、
先
般
の
早
塚
君
の
逝
去
に
伴
い
、
新
幹
事
長
に
井
上
喜

美
雄
先
生
を
満
場
一
致
で
推
挙
し
た
の
で
申
し
添
え
る
と
同
時
に
、

幹
事
長
を
支
え
て
こ
れ
か
ら
の
四
水
会
の
運
営
に
意
を
尽
く
し
て

参
る
つ
も
り
な
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
期
待
し
て

あ
っ
た
が
、

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
三
ケ
月
経
過
し
た
平
成
九
年
五
月



サ
ー
ク
ル
め
＜
リ

ぷ
ら
り
、
l
献
の
会

小
野
崎
　
順
正

「
四
水
会
」
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
こ
で
の
お
喋
り
の
中
で
、
誰
か
ら
と
も
な
く
「
俺

達
は
東
京
や
そ
の
近
所
に
生
ま
れ
住
ん
で
い
る
の
だ
が
、
名
所
・

旧
跡
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
の
声
が
で
ま
し
た
。
お
た
が
い
に
仕
事
の
第
一
線
を

し
り
ぞ
き
、
そ
れ
く
ら
い
の
時
間
は
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を

機
会
に
、
年
に
数
回
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
訪
ね
歩
い
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
健
康
の
た
め
に
三
～
四
時
間
歩
く

こ
と
を
原
則
と
し
、
終
わ
っ
て
か
ら
の
一
献
を
行
事
に
加
え
た
の

は
当
然
の
こ
と
。
飲
み
な
が
ら
次
回
は
何
処
に
す
る
か
を
決
め
、

そ
の
土
地
に
明
る
い
ひ
と
に
幹
事
を
お
願
い
し
、
あ
ら
か
じ
め
数

人
で
下
見
を
す
る
念
の
入
れ
よ
う
で
、
こ
れ
で
は
失
敗
の
し
よ
う

が
な
く
、
毎
回
大
好
評
で
す
。

第
一
回
の
一
〇
人
ほ
ど
か
ら
始
ま
っ
て
、
最
近
で
は
三
〇
人
に

な
ら
ん
と
す
る
勢
い
。
と
く
に
夫
人
と
一
緒
の
人
が
増
え
た
の
が

楽
し
い
限
り
で
す
。
ま
だ
ま
だ
続
く
は
ず
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

い
ま
ま
で
に
歩
い
た
と
こ
ろ
は
次
の
と
お
り
で
す
。



ぶらり 献の会記 鈍）．1

酎 開 催 日　　　 毒草星野 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 世 話 人

1 吏ま ■7 ・． 6 b 2 2 ．（木 ） 望花 菖 蒲 満 開 の 葛 飾 水 元 公 園 、 旧 江 戸 川 小 合 溜 水 辺 、 柴 又 帝 釈 天 。 小 野 崎

羞舶 9 5 ）　　　 ∃鮒 鯉 鰻 な ど で －▼一 献 。　　　　　　　　　　　　　　　 赤 間 ・宮 本

2 を、一夏 7 ． ・9 ． 7 ．（木 ） 両 国 国 技 館 、 回 向 院 な ど 各 自 で 見 学 の あ と 、 江 戸 東 京 博 物 館 団　 小 寺

体 見 学 。 一 献 は 両 国 橋 r 桔 梗 家 」 で ど ぜ う 鈍　　　　　　　 後 藤 ・赤 間 l

3 モーⅠ 7 ． 1．i．． 8 ． （水 ＝ ・谷 根 刊 谷 中 、 根 津 、 千 駄 木 ）を 高 く 。 朝 倉 彫 塑 鯖 、 観 潮 楼 、 根 ∃ 田 口

座 禅 杜 、 夢 二 軌 一 献 は 昔 の 木 造 三 階 建 串 揚 げ 「は ん 亭 」。 ．岩 本

4 H 8 ． 1 ． 1 臥 （木 ）

（1 9 9 6 ）

正 月 ら し く 隅 田 川 七 福 神 巡 り 、 向 島 百 花 園 等 、 隅 田 堤 で 桜 餅 、 百 日

鐘 ヶ 淵 か ら 浅 草 へ 、 「神 谷 バ ー 」 で 打 上 げ 。　　　　　　　 赤 間　　　 ぎ

5

6

7

H 8 ． 3 ． 2 3 ．（土 ）

H 8 ． 6 ， 2 ． （日 ）

H 8 ． 1 0 ． 3 ．（木 ）

H 9 ． 1 ．2 1 ．（火 ）
（1 9 9 7 ）

H 9 ． 5 ．2 1 ．（水 ）

H 9 ． 1 0 ． 3 ．（金 ）

H l O ． 5 ．2 9 ．（金 ）
（1 9 9 8 ）

H l O ． 1 1 ．2 0 ．（金 ）

H l l ． 3 ． 1 8 ．（木 ）
（1 9 9 9 ）

H l l ． 6 ． 1 1 ．（金 ）

H l l ． 1 1 ． 1 2 ．（金 ）

H 1 2 ． 1 ． 1 9 ．（水 ）
（2 0 0 0 ）

H 1 2 ． 4 ．2 7 ．（木 ）

モーi 1 2 ．． 8 ． 2 ．．・・（水 ）

芸 票 差 警 チ 忘 二 ≡ ㌘ 要 語 誓 言 。リ ス タ ル コ ー ト で 、 飲 ん だ り 、 赤 間 ‾‾山‾1

深 大 寺 中 心 に 、 祇 園 寺 、 柏 亭 で 深 大 寺 蕎 麦 、 蓄 薇 満 開 の 神 代 植 井 上 喜

物 公 園 散 策 、 一 献 は 吉 祥 寺 居 酒 屋 「峠 」。　　　　　　　　　　 赤 間 ・小 野 崎

大 船 観 音 、 常 楽 寺 、 鎌 倉 シ ネ マ ワ ー ル ド 。 一 献 は 大 船 名 席 「観　 波 多 野

音 食 堂 」 和 食 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 宮 本

8

9

1 0

1 1

i

1 2

1 3

1 4

小 江 戸 川 越 、 時 の 鐘 、 蔵 造 資 料 館 、 地 ビ ー ル 、 養 寿 院 、 東 明 寺 、 間 宮

博 物 館 、 喜 多 院 、 五 百 羅 漢 、 東 照 宮 、 一 献 は 料 亭 「い ち の や 」。 星 野

異 国 情 緒 と 飛 躍 の 横 浜 。 港 の 見 え る 丘 公 園 、 中 華 街 で 昼 食 、 山　 斎 藤 光

下 公 園 、 開 港 資 料 館 、 横 浜 美 術 館 他 。 一 献 は キ リ ン ザ ビ ヤ ホ ー ル 。 井 上 喜

鎌 倉 。 椿 事 昼 食 、 棟 方 板 画 美 術 館 、 極 楽 寺 、 長 谷 観 音 、 鎌 倉 文　 大 石

学 館 、 吉 屋 信 子 記 念 館 、 一 献 は 鎌 倉 「わ か み や 」。　　　　　　 宮 本

新 緑 の 奥 多 摩 御 岳 渓 谷 を 散 策 、 そ ば 大 和 屋 、 玉 堂 美 術 館 、 寒 山　 岩 崎

寺 、 清 酒 蔵 元 「小 沢 酒 造 」 見 学 試 飲 、 一 献 は 河 畔 「ふ る 里 」。　 ／ト 林 －

旧 古 河 庭 園 及 び 園 内 大 谷 美 術 館 、 六 義 園 、 文 京 グ リ ー ン コ ー ト　 田 口 ・岩 本

（理 研 跡 地 ）、 小 石 川 高 校 校 内 見 学 、 一 献 は 「千 石 会 館 」 中 華 。 斎 藤 繁

富 岡 八 幡 宮 の 恵 比 寿 を 始 め と す る 深 川 七 福 神 、 清 澄 庭 園 、 芭 蕉　 後 藤 康

記 念 館 、 都 現 代 美 術 館 他 、 一 献 は 高 橋 「伊 せ 喜 」で ど ぜ う 鍋 。　　 宮 本 ・赤 間

チ ン チ ン 電 車 都 電 荒 川 線 、 一 葉 記 念 館 、 回 向 院 、 浄 閑 寺 、 飛 鳥　 宮 本

山 公 園 、 鬼 子 母 神 他 。 一 献 は 池 袋 「高 松 」。　　　　　　　　　 小 林 秀

1 J

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

ゆ り か も め （モ ノ レ ー ル ）で 臨 海 副 都 心 探 求 、 ビ ッ ク サ イ ト 、 パ　 小 野

レ ッ ト タ ウ ン 、 共 同 溝 見 学 、 一 献 は 「臨 海 楼 」 台 湾 料 理 。　　　 吉 葉

本 郷 地 区 初 詣 、 湯 島 聖 堂 、 神 田 明 神 、 湯 島 天 神 、 旧 岩 崎 邸 見 学 、　 田 口 ・岩 本

一 献 は 「伊 豆 柴 本 店 」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 斎 藤 繁

芝 離 宮 恩 賜 庭 叡 芝 増 上 寺 、 東 京 タ ワ ー 、 愛 宕 神 社 、 N H K 放　 岩 崎

送 博 物 館 見 学 、 ′山 献 は 新 橋 「ジ ョ ン 万 次 郎 」。　　　　　　　　 斎 藤 滋

鰍 橋 ご「あ み 春 」 の 屋 形 船 で 隅 田 川 か ら 東 京 湾 を “ゆ ら り ” カ ラ　 井 上 喜

オ ケ と 天 変 薙 で 一 献 ぐ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小 野 崎 ・小 寺

H ほ ， 8 ．1 2 ，（土 ） 巨東 京 湾 大 華 火 祭 を 東 京 鉄 鋼 埠 頭 か ら 鑑 賞 。　　　　　　　　 小 野

H i鼠 】1 t 弧 （舶 卜成 机 j新 勝 寺 参 詣 、 国 立 民 族 歴 史 博 物 館 （佐 倉 城 跡 内 ） 見 学 、 赤 間

（2 0 七山　　　　　 卜 献 は 「菖 蒲 荘 」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小 野 崎

壬1 」1 3 ． 5 ． 1 8 ．（金 ） 玉 川 上 水 ペ り 散 策 、 小 金 井 公 園 「江 戸 東 京 た て も の 圃 」 見 学 、 木 南

巨 血献 は 吉 祥 寺 「碑 珍 軌 。〉　　　　　　　　　　　　　　　　　 小 野

H 1 3 ． 8 ． 1 1 ．（土 ） 東 京 湾 大 聾 火 祭 を 東 京 鉄 鋼 埠 頭 か ら 鑑 賞 。ヱ　　　　　　　　　　 小 野

H 1 3 ． 1 ■1 ． 1 ．（木 ） 金 沢 八 景 散 策 、 称 名 寺 、 境 内 「ふ み く ら 茶 屋 」 に て 昼 食 、 金 沢　 黒 川 篤

文 庫 、 野 島 公 園 、 一 献 は 「相 生 」。　　　　　　　　　　　　　　 鹿 庭



ぶらり一献の会記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N。．2

回 開催 日 訪問地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 世話人

】22 H l∠皇．ユ．．10．（木）■

（2002）
目黒・白金・恵比寿散策。サレジオ教会、円融寺、目黒不動尊、　 小林三

東京都庭園美術館、都写実美術館、一献は恵比寿ガーデンプレ　 小寺

イス 「ライオンビヤレス トラン」。　　　　　　　　　　　　　 中村

23 ＝封＿4．4 ．司‥．（木） 鎌倉五l＿i」散策、浄妙寺、十二所神社、荏柄天神、頼朝の墓、寿　 大石

福寺、亀ヶ谷切 り通 し、建長寺、浄智寺、東慶寺、円覚寺、一　 黒川篤

r
献は塔頭 デー白雲庵」の座敷を拝借。

堅⊥ト三塁 4・・8 ・10・は ） 東京湾大華大祭を東京鉄鋼埠頭から鑑賞。　　　　　　　　　 小野

』25
∃
責

26

27

王・づ．14．11．i ．そ金）

H 14．11．4 ．（月）

H 15．1 ．14．（火）
（2003）

H 15．5 ．14．（水）

H 15．8 ．10．（日）

H 15．10．16．（木）

H 16．1 ．14．（水）
（2004）

H 16．5 ．20．（木）

H ‘16，】鳳 26．（火）

H 17．1 ．13．（木）
寝005．）

H 17．5 ．24．．（火）

小石川界隈散策、白山神社、小石川植物園、同心町校舎跡、伝　 城座

通院ほか、東京 ドーム見学ツアー ・野球体育博物館見学、一献　 斎藤繁

は文京シビックセンター 「スカイレス トラン椿山荘」。

横須賀イージス艦 「きりしま」、三笠公園記念艦「三笠」見学、旧　 大石

海軍ゆかりの料亭「小松」で遺墨を観賞しながら一献。　　　　 小林三

亀戸七福神巡 り、香取神社、亀戸天神ほか参詣。一献はちやん　 岡

こ「江戸波」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 斎藤繁

28

29

30 l

3 1

32

多き

34 ；

新緑の中、武蔵野の風情を楽 しむ府中界隈散策。東京競馬場博　 梶田

物館 ・サン トリービール工場 ・府中市郷土の森博物館見学、大　 岡

圃魂神社参拝。一献は和食 「たか田」。

東京湾大華火祭を東京鉄鋼埠頭から鑑賞。　　　　　　　　　 小野

汐留シオサイ ト（旧新橋停車場 ・鉄道歴史展示室他）見学、浜離　 久保田

宮庭園散策復水上バスで隅田川をさかのぼり、秋の観光祭でに　 岡

ぎわう浅草へ。一献は「駒形どぜ う」。

東海七福神巡 り、磐井神社ほか参詣。江戸時代創業の蕎麦屋「吉　 黒川篤

田家」で昼食、原美術 日見学、一献は「大富鮨」。　　　　　　 岡

江戸と平成の丸の内散策、宮内庁職員の案内による皇居参観、　 間宮

東御苑散策、一献は新築された丸ビル 6 階「旬菜美酒ななは」。 岡

江の島ひと巡 り、龍口寺に集合、昼食は腰越の蕎麦 「かきや」。 黒田

弁天橋を渡 り、エスカーを乗 り継ぎ、サミエル、コーキング苑　 黒川篤

展望灯台へ。江島神社参拝、岩屋見学。一献は磯料理「仙水」。

谷中七福神巡 り、田端から谷中、日暮里、上野公園界隈散策、 兼坂

一献は 「水月ホテル鴎外荘」。　　　　　　　　　　　　　　 岡

月島 ・佃 ・明石町・築地界隈散策。新開発地の高層ビル群の中に　 宮本

江戸の香もちらり。昼はもんじや焼き、一献は築地「江戸銀」。　 岡

作成斎藤繁雄

りIフ挿


